
１１．．国国体体参参加加資資格格

年齢基準」における各項目に該当するものとする。

１１））成成年年種種別別

① 居住地を示す現住所　（住所を有し、かつ日常生活をしていること）

冬季大会開催年の前年の 4月30日以前から本大会終了時まで、引き続き住所を有し、かつ

日常生活をしている所を指し、次の２つの条件を満たしていること。

・「住所を有し」とは、神奈川県内に住民票等があることをいう。

・「日常生活」とは、住民票記載の住所において生活している実態があることをいう。

※「本大会終了時」とは、冬季大会の各競技会終了時のことをいう。

② 勤務地　（雇用者と雇用契約を締結した上で現在主たる勤務実態を有する職場の所在地）

冬季大会開催年の前年の4月30日以前から大会終了時まで、引き続き雇用者と雇用契約を

締結した上で、現に主たる勤務実態を有する会社等の所在地を指す。（この場合、住民票

の有無は問わない）

・「主たる勤務実態」とは、神奈川県に存する雇用主の職場や事業所等に現実的に通勤し、

　勤務している実態があることをいう。

③

・所定方法により、「ふるさと」を登録しなければならない。（予選会から参加する年

　ごとに申請をすること。）

２２））少少年年種種別別 ①、③の詳細は、成年種別①、②と同じ。

① 居住地を示す現住所　（住所を有し、かつ日常生活をしていること）

② 学校教育法第１条に規定する学校の所在地

③ 勤務地（雇用者と雇用契約を締結した上で現在主たる勤務実態を有する職場の所在地）

＊＊注注意意事事項項

①① 神神奈奈川川県県以以外外のの代代表表ととししてて7755回回、、7766回回大大会会にに参参加加ししたた選選手手がが、、神神奈奈川川県県かからら参参加加すするる

ににはは、、（（選選考考会会含含むむ））２２年年間間以以上上置置かかなないいとと神神奈奈川川県県かからら参参加加すするる事事はは出出来来なないい。。

但但しし新新卒卒業業者者、、ふふるるささとと、、結結婚婚及及びび離離婚婚はは例例外外ととすするる。。

②② 神神奈奈川川県県のの選選考考会会にに参参加加しし国国体体本本戦戦にに出出場場希希望望すするる選選手手でで、、出出場場資資格格がが在在住住、、在在勤勤のの

選選手手はは現現地地にに住住民民票票、、在在勤勤証証明明書書ののココピピーーをを提提出出ししななけけれればばななららなないい。。

③③ 故故意意にに参参加加資資格格をを偽偽りり出出場場ししたた選選手手はは、、神神奈奈川川県県ススキキーー連連盟盟競競技技本本部部主主催催のの各各種種事事業業のの

参参加加をを２２年年間間認認めめなないい。。

④④ 国国体体本本戦戦参参加加希希望望者者はは、、本本ツツーールル内内「「競競技技上上のの注注意意」」及及びび本本項項目目「「選選考考ににつついいててをを」」

をを確確認認すするるこことと。。

⓹⓹ 選選考考さされれたた場場合合、、参参加加資資格格確確認認書書をを選選考考提提出出すするるこことと。。（（HHPPかかららダダウウンンロローードドすするる））

＊＊参参加加資資格格ななどどのの問問いい合合わわせせ先先はは競競技技本本部部国国体体委委員員会会迄迄

国国体体出出場場規規定定・・神神奈奈川川県県代代表表選選手手選選考考ににつついいてて((22002222年年７７月月改改正正））

国体本選の参加資格は、国民体育大会実施要項総則「５参加資格、所属都道府県及び選手の

「ふるさと」選手登録（神奈川県内の中学校又は高等学校を卒業したことが条件）
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３３））選選手手のの年年齢齢基基準準

① 少年女子　　平成16年(2004年)4月2日から平成20年(2008年)4月1日生（但し、中学生は中３のみ）

② 成年女子Ａ 平成10年(1998年)4月2日から平成16年(2004年)4月1日生（19歳以上24歳未満）

③ 成年女子Ｂ 平成10年(1998年)4月1日以前の出生者（24歳以上）

④ 少年男子　 平成16年(2004年)4月2日から平成20年(2008年)4月1日生（但し、中学生は中３のみ）

⑤ 成年男子Ａ　平成8年(1996年)4月2日から平成16年(2004年)4月1日生（19歳以上26歳未満）

⑥ 成年男子Ｂ 昭和63年(1988年)4月2日から平成8年(1996年)4月1日生（26歳以上34歳未満）

⑦ 成年男子Ｃ 昭和63年(1987年)4月1日以前の出生者（34歳以上）

２２．．神神奈奈川川県県代代表表選選手手選選考考ににつついいてて

上記国体出場資格のいずれかに該当し、下記の選考基準を満たしたものを選考する。

１１））選選考考基基準準

① 当連盟が主催する事業に積極的に参加し、また国体選考会において成績が優秀な者。

GSL種目については、選考会において選考基準ポイントをクリアした選手。

ただし、大学生は、全日本学生スキー選手権と重なる場合は、その成績を考慮する。

② 今年度の神奈川県スキー選手権においてGSL総合優勝した選手は、今年度の国体神奈川県

代表選手に推薦する。（国体選考基準（種目GSL）を参照）

ただし、今年度の国体スキー競技会神奈川選考会において出走しなければならない。

③ 前年度国体において３位以内入賞及び２大会以上入賞者で、入賞が期待できる者。

④ 神奈川県代表選手としてふさわしい者。

⑤ 国体健康診断を受診し、健康であると認められた者。

⑥ ＳＡＪが事前に予選会を免除した選手以外は全て選考会でスタートした選手から選考する。

⑦ ノルディック種目（クロスカントリー、ジャンプ、コンバインドについては別途定める。

後日、HPにて掲載する。

２２））選選考考方方法法

大会終了後選考委員会を開催して、上記の条件を十分満たした者をその場において

候補選手として内定し、理事会において承認後、県体協に推薦し決定とする。

３３））選選考考委委員員会会構構成成

国体派遣選手選考規程第２条に基づき、会長又は副会長、専務理事又は常務理事、

競技本部長、競技本部理事、競技本部コーチ若干名。

98─　　─


